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ー
グ

　

現
代
社
会
で
、
労
働
組
合
の
政
治
活

動
が
法
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
状
況
を

想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
テ
ー

マ
の
マ
レ
ー
シ
ア
は
、そ
う
し
た
状
況
を

内
包
す
る
国
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
国
は
周
知
の
よ
う
に
、
地
理
的
・

歴
史
的
な
事
情
か
ら
、
マ
レ
ー
系
、
華
人

系
、
イ
ン
ド
系
な
ど
か
ら
な
る
複
合
民

族
国
家
で
あ
る
。
で
あ
る
が
故
に
、
民
族

間
の
角
逐
は
1
9
5
7
年
英
国
か
ら
独

立
を
遂
げ
て
な
お
解
消
せ
ず
、
当
時
大

暴
動
が
発
生
し
た
経
緯
も
あ
る
。
お
の

ず
か
ら
治
安
対
策
は
政
府
の
急
務
で
あ
っ

た
。
労
働
運
動
は
不
当
な
法
規
制
を
受

け
る
と
と
も
に
、
政
治
活
動
を
禁
じ
ら

れ
る
な
ど
、
そ
の
置
か
れ
た
状
況
は
ま

さ
に
不
条
理
で
あ
っ
た
。そ
し
て
独
自
の

権
威
主
義
的
政
権
が
長
期
に「
保
全
」さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
昨
2
0
1
8
年
5
月
、
だ
れ

も
が
驚
く
事
態
が
起
っ
た
。
な
ん
と
こ

の
国
に
史
上
初
の「
政
権
交
代
」が
実
現

し
た
の
で
あ
る
。

　

労
働
運
動
も
、
可
能
な
手
法
を
も
っ

て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
活
動
し
、
政
権

交
代
に
寄
与
し
え
た
こ
と
は
注
目
に
値

し
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
国
独
特
の
政
治
シ

ス
テ
ム
の
あ
り
様
に
触
れ
つ
つ
、
政
権

交
代
の
流
れ
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
た
い
。

与
党
連
合
は

「
政
権
保
全
装
置
」

　

ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
60
年
と
い
う
、

か
く
も
長
期
に
わ
た
っ
た
政
治
権
力
構

造
の
あ
り
様
で
あ
ろ
う
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
国
は
複

合
民
族
国
家
で
あ
っ
て
、
人
口
は
3
 
2
 

0
0
万
人
。
そ
の
民
族
構
成
は
ブ
ミ
プ

ト
ラ（
土
地
の
子
）と
呼
ぶ
マ
レ
ー
人
や

少
数
先
住
民
が
約
69
％
、
華
人
約
23
％
、

イ
ン
ド
人
約
７
％
な
ど
か
ら
な
る
。
し

た
が
っ
て
宗
教
も
そ
れ
な
り
に
多
様
で

あ
る
。

　

か
れ
ら
は
必
ず
し
も
民
族
間
で
混
合

せ
ず
、
共
存
す
る
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
多

元
的
社
会
を
形
成
し
て
き
た
。

　

こ
の
民
族
構
成
か
ら
く
る
政
治
権
力

構
造
に
は
、
各
民
族
社
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

民
族
政
党
に
よ
っ
て「
垂
直
的
」に
統
合

さ
れ
共
存
す
る
基
本
形
が
あ
る
。　

　

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
各
民
族
政
党
が

「
水
平
的
」
に
連
携
し
、
与
党
連
合
・
国

民
戦
線（
B
N
）を
形
成
す
る
。
そ
の
中

心
に
位
置
す
る
の
が
穏
健
派
と
さ
れ
る

最
大
政
党
・
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織

（
U
M
N
O
）で
あ
り
、
こ
れ
に
マ
レ
ー

シ
ア
華
人
協
会（
M
C
A
）、
マ
レ
ー
・
イ

ン
ド
人
会
議（
M
I
C
）が
連
な
る
。
こ

マ
レ
ー
シ
ア
の
歴
史
的
な
政
権
交
代
と

労
働
運
動

の
国
民
戦
線（
B
N
）こ
そ
が
、ま
さ
に「
政

権
保
全
装
置
」で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

当
然
、
野
党
勢
力
も
形
成
さ
れ
た
が
、

か
れ
ら
も
ま
た
民
族
政
党
な
の
で
あ
っ

て
、
マ
レ
ー
人
の
汎
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ス

ラ
ム
党（
P
A
S
）、
華
人
の
民
主
行
動

党（
D
A
P
）、
さ
ら
に
は
人
民
正
義
党

（
P
K
R
）
な
ど
が
あ
る
。
当
初
、
野
党

側
は
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
戦
線（
B
A
）

を
組
ん
で
選
挙
戦
を
戦
っ
た
経
緯
が
あ

る
が
、
長
年
少
数
派
に
追
い
や
ら
れ
て

き
た
。
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イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
強
く
働
く
こ
と
に

な
る
。

　

②
中
心
政
党
U
M
N
O
の
規
約
改
正 

に
よ
り
、「
党
総
裁（
首
相
）の
権
限
」が

絶
大
に
な
り
、
政
府
閣
僚
級
を
含
む
主
要

な
ポ
ス
ト
の
人
事
権
を
掌
握
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
・
強
権

的
な
政
策
推
進
も
可
能
と
な
る
。

　

結
果
的
に
、
③
長
期
政
権
の
弊
害
と
し

て
、
与
党
と
実
業
界（
主
と
し
て
政
策
的

に
優
遇
さ
れ
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
系
）と
の
関

係
が
深
化
し
、
汚
職
・
腐
敗
が
生
じ
や
す

く
、金
権
政
治
、ク
ロ
ー
ニ
ズ
ム
、ネ
ポ
テ
ィ

ズ
ム
な
ど
に
よ
る「
資
金
還
流
」が
生
じ

て
、
与
党
を
利
す
る
慣
行
が
ま
か
り
通
る

の
で
あ
る
。

■ 

政
治
体
制
レ
ベ
ル

　

も
う
一
つ
は
、「
政
治
体
制
レ
ベ
ル
」の

仕
組
み
で
あ
る
。
ま
ず
、
①「
小
選
挙
区

制
度
」が
与
党
連
合
を
利
し
て
い
る
。
複

数
の
民
族
混
在
選
挙
区
の
存
在
も
、
与
党

側
を
利
す
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
ゲ

リ
マ
ン
ダ
ー
と
い
え
な
く
も
な
い
。

　

②「
地
方
行
政
の
資
源
」が
与
党
と
共

有
化
さ
れ
て
い
る
。
与
党
が
政
権
を
握
る

州
や
地
方
自
治
体
で
は
、
行
政
末
端
機
構

と
与
党
と
の
一
体
化
が
生
じ
や
す
く
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
与
党
議
員
選
出
区

へ
の
優
先
的
利
益
誘
導
が
あ
っ
た
と
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
過
半
数
の

「
政
権
保
全
装
置
」
の

あ
り
様
は

　

そ
こ
で
、
与
党
側
が
仕
上
げ
た
く
だ
ん

の「
政
権
保
全
装
置
」の
仕
組
み
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
な
っ

て
い
た
。

■ 

政
権
レ
ベ
ル

　

一
つ
は「
政
権
レ
ベ
ル
」の
連
合
の
仕

組
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

①
与
党
連
合
で
あ
る
国
民
戦
線（
B
N
）

の
枠
内
で
、統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織（
U
 

M
N
O
）を
中
心
に
、
各
民
族
政
党
間
の

「
利
害
調
整
機
能
」が
発
揮
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
各
政
党
に
は
連
合
参
加
へ
の

州
政
権
が
与
党
系
で
あ
る
。

　

③
強
権
的
・
権
威
主
義
的
な
法
規
制
に

よ
り
、社
会
統
制
が
効
き
、言
論
の
自
由
、

集
会
の
自
由
も
規
制
さ
れ
て
、
野
党
指

導
者
、
反
政
府
活
動
家
へ
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
拘
留
も
珍
し
く
な
い
。

　

④
労
働
組
合
の
組
織
機
構
や
活
動
へ

の
法
規
制
、「
政
治
活
動
禁
止
」は
、
労
組

活
動
の
自
由
を
束
縛
し
て
影
響
力
を
削

い
で
い
る
。
労
組
基
本
権
の
法
規
制
は

I
L
O
条
約
違
反
で
も
あ
る
、
な
ど
だ
。

社
会
格
差
の
拡
大
と
、

政
権
批
判　

　

こ
う
し
た
、
野
党
勢
力
に
と
っ
て
は
い

か
に
も
不
利
で
理
不
尽
、
か
つ
非
民
主
的

な
状
況
の
な
か
で
、
近
年
、
政
権
の
腐
敗

体
質
は
も
ち
ろ
ん
、
2
0
1
5
年
消
費
税

導
入
に
よ
る
物
価
高
、
低
賃
金
の
外
国
人

労
働
者
の
大
量
移
入
に
も
起
因
す
る
賃

金
の
低
迷
な
ど
で
、
中
低
所
得
層
の
悲

鳴
は
、
次
第
に
政
府
批
判
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

つ
い
に「
政
権
交
代
」
な
る

　　
こ
う
し
て
、歴
史
的
な「
政
権
交
代
」は
、

昨
2
0
1
8
年
5
月
、第
14
回
下
院
総
選

挙
で
起
こ
っ
た
。民
主
行
動
党（
D
A
P
）

と
人
民
正
義
党（
P
K
R
）を
中
心
に
新

た
に
発
足
し
た
野
党
連
合
・
希
望
連
盟

（
P
H
）が
勝
利
し
た
の
で
あ
る
。

　

下
院
の
議
席
定
数
は
2
2
2
。
う
ち
、

希
望
連
盟（
P
H
）
が
組
閣
に
必
須
の

1
1
2
議
席
を
上
回
る
1
1
5
議
席
を

獲
得
、
国
民
戦
線（
B
N
）は
79
議
席
に

減
退
し
、
残
余
が
そ
の
他
複
数
政
党
の
18

議
席
と
な
っ
た
。

「
政
権
交
代
」
の
予
兆

　

こ
こ
で
、
政
権
交
代
に
先
立
つ
2
 
0
 

0
8
年
、2
0
1
3
年
の
総
選
挙
動
向
に

つ
い
て
、簡
潔
に
言
及
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

■
2
0
0
8
年
第
12
回
総
選
挙

　

こ
の
と
き
の
選
挙
結
果
は
、
2
2
2

議
席
中
、
国
民
戦
線（
B
N
）が
1
3
5

議
席
を
得
て
過
半
数
を
制
し
た
も
の
の
、

こ
の
国
で
安
定
勢
力
と
さ
れ
る
3
分
ノ

2
は
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
50

年
の
歴
史
の
中
で
初
の
事
態
で
あ
っ
た
。

一
方
、
野
党
側
は
議
席
を
4
倍
増（
82
議

席
）と
し
て
、
長
ら
く
維
持
さ
れ
て
き
た

国
民
戦
線（
B
N
）優
位
の
政
治
態
勢
に

く
さ
び
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、

選
挙
協
力
の
た
め
、
冒
頭
述
べ
た
野
党
3

党
が
人
民
同
盟（
P
R
）を
結
成
、
そ
の

後
の
政
局
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
。

■
2
0
1
3
年
第
13
回
総
選
挙
結
果

　

こ
の
5
月
総
選
挙
前
に
は
、
初
の
政
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権
交
代
も
あ
り
う
る
と
の
予
測
も
あ
っ
て
、

投
票
率
は
84
・
4
％
に
の
ぼ
っ
た
。
だ
が
、

結
果
は
、
国
民
戦
線（
B
N
）が
1
3
3
議

席（
前
回
1
3
5
）、
人
民
同
盟（
P
R
）が

89
議
席（
82
）と
な
り
、国
民
戦
線（
B
N
）

が
政
権
を
維
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
得
票
数
で
は
、
国
民
戦
線（
B
 

N
）が
約
5
2
3
万
票（
47
％
）、
人
民
同

盟（
P
R
）が
5
6
1
万
票（
52
％
）で
、
後

者
が
上
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

発
生
し
た

「
マ
レ
ー
人
の
津
波
」

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
歴
史
的
な

政
権
交
代
が
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回

の
総
選
挙
で
見
逃
せ
な
か
っ
た
の
は
、「
マ

レ
ー
人
の
津
波
」現
象
で
あ
っ
た
。
政
権

が
腐
敗
し
、社
会
格
差
が
拡
大
す
る
な
か
、

じ
つ
に
多
数
の
マ
レ
ー
人
が
従
来
の
与

党
連
合
か
ら
離
反
し
て
、
与
野
党
の
逆
転

劇
を
呼
び
起
こ
す
底
流
と
な
っ
た
の
だ
っ

た
。
市
民
レ
ベ
ル
初
の
民
族
・
宗
教
を
超

え
た「
連
帯
」と
の
評
価
も
現
れ
た
の
で

あ
る
。

　

野
に
下
っ
た
の
は
長
期
不
倒
と
い
わ

れ
た
国
民
戦
線（
B
N
）
で
あ
る
。
こ
の

連
合
は
当
然
政
権
交
代
ま
で
歴
代
首
相

を
輩
出
し
て
き
た
。
な
か
で
も
著
名
な
の

は
在
任
22
年（
1
9
8
1

−

2
0
0
3
年
）

の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相（
93
歳
）で
あ
る
。

■
微
妙
な
人
間
模
様

　

そ
し
て
そ
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
が
、
こ

の
機
に
、
じ
つ
に
16
年
ぶ
り
に
政
界
に
復

帰
し
、
な
ん
と
新
政
権
で
新
首
相
に
就
任

し
た
の
だ
か
ら
、
に
わ
か
に
は
理
解
が
い

き
か
ね
よ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
後
継
者
は
、
か
つ
て
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
の
下
で
副
首
相
兼
財
務

相
を
務
め
た
、
ア
ン
ワ
ル
氏
と
目
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
国
の
現
代
政
治
を
語
る
時
、

多
少
な
り
と
も
こ
の
2
人
の
関
係
に
言

及
す
る
必
要
が
る
。

　

ア
ン
ワ
ル
氏
は
、
旧
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政

権
時
代
の
末
期（
1
9
9
0
年
代
末
）、政

治
構
想
を
め
ぐ
り
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相

を
批
判
、
辞
任
を
求
め
て
激
し
く
対
立

し
た
の
で
あ
っ
た
。
1
9
9
8
年
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
は
ア
ン
ワ
ル
氏
を
解
任

し
、
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
。
汚
職
の

罪
で
6
年
の
実
刑
が
課
さ
れ
る
と
、
翌
年

に
は
同
性
愛
の
罪
で
9
年
の
刑
が
加
算
さ

れ
た
。
そ
れ
以
来
、
ア
ン
ワ
ル
氏
は
法
廷

闘
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
2

 
0
 
1
 

8
年
5
月
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で
の
20
年

間
の
半
分
近
く
収
監
さ
れ
て
い
た
が
、
厳

し
い
状
況
の
中
、
野
党
連
合
・
希
望
連
盟

（
P
H
）の
指
導
者
の
１
人
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
直
属
は
人
民
正
義
党（
P

 
K
 

R
）で
あ
る
。
か
れ
に
は
、
不
遇
の
時
代
、

欧
米
諸
国
や
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
人
権
団
体
か
ら
の
強

い
支
持
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お

こ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
状
況
は
一
変
し
、
そ
の
後

ア
ン
ワ
ル
氏
は
希
望
連
盟（
P
H
）内
で

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
新
首
相
を
支
え
る
立
場

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
に
わ
か
に

は
理
解
し
が
た
い
変
容
で
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
二
つ
の
情
勢
変
化
が

あ
っ
た
。一
つ
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
が
、

国
民
戦
線（
B
N
）
を
離
脱
、
2
0
1
6

年
に
マ
レ
ー
シ
ア
統
一
プ
ミ
ブ
リ
党（
P
 

P
B
M
）を
結
党
し
、
希
望
連
盟（
P
H
）

に
合
流
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ナ
ジ
ブ
前
首

相
が
国
民
戦
線（
B
N
）を
率
い
て
い
た

時
代
、
引
退
し
て
い
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏

は
ナ
ジ
ブ
首
相
を
、政
府
系
フ
ァ
ン
ド（
１

M
D
B
）巨
額
負
債
問
題
や
ク
ロ
ー
ニ

ズ
ム
な
ど
で
強
く
批
判
。
野
党
連
合
・
希

望
連
盟（
P
H
）の
指
導
者
と
な
っ
た
の

だ
っ
た
。

　

二
つ
に
は
、
ア
ン
ワ
ル
氏
が
政
界
に
復

帰
し
た
こ
と
だ
。
ア
ン
ワ
ル
氏
の
恩
赦
を

国
王
に
推
薦
し
た
の
が
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

新
首
相
だ
っ
た
。
両
者
は
和
解
し
、
釈
放

後
ア
ン
ワ
ル
氏
は
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
へ

の
支
持
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

労
働
組
合
の
対
応
は

　

政
治
活
動
を
禁
じ
ら
れ
た
労
働
組
合

だ
が
、
民
族
の
枠
を
超
え
る
マ
レ
ー
シ
ア

労
組
会
議（
M
T
U
C
）は
、選
挙
声
明
を

公
表
し
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
。
す
で

に
2
0
0
8
年
の
選
挙
活
動
以
来
、折
か

ら
普
及
し
始
め
た
電
子
情
報
通
信
技
術

の
利
便
性
を
生
か
し
、
す
べ
て
政
府
の
影

響
下
に
あ
っ
た
大
手
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

度
外
視
し
て
、
直
接
組
合
員
と
の
自
由
な

意
思
疎
通
で
選
挙
戦
を
展
開
し
た
の
で

あ
っ
た
。

■
M
T
U
C
の
要
求

　

今
回
選
挙
に
際
し
て
M
T
U
C
が
掲

げ
た「
労
働
者
の
要
求
」声
明
は
、
概
要

マレーシアの組合組織率は 6％にすぎない。組合は様々な産業の組織力強化を目指して
2019年４月全国的統一会議を開催した。マレーシアの加盟組織は、ＩＬＯ条約、特に基本条
約の批准を支持することに合意した。（写真：インダストリオール・ウェブサイトニュースより）
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●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務
所に入職以来、金属労協事務局長代理、
同国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を
務めるなど国際労働運動一筋。９８年
金属労協顧問に。日本労働ペンクラブ
代表代理他。主要著書「海外労働アラ
カルト」他。

マレーシアの歴史的な政権交代と労働運動

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
前
文
は「
労
働
者
の
要
求

を
全
面
的
に
支
持
す
る
政
党
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
数
少
な
い
。
M
T
U
C
の
要
求
は

ほ
と
ん
ど
の
政
党
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。

要
求
に
賛
同
で
き
る
政
党
・
候
補
者
は

対
話
を
持
と
う
」と
訴
え
た
。

　

掲
げ
た
要
求
は
、
①
妥
当
な
住
宅
建

設
や
住
環
境
整
備
の
政
府
機
関
設
置
、

②
教
育
制
度
改
革
、
③
労
働
者
の
権
利
・

労
働
法
を
教
科
目
に
織
り
込
む
、
④
最

低
賃
金
を
1
8
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
約

4
万
8
6
0
0
円
）
と
す
る
、
⑤
す
べ

て
の
労
働
者
を
対
象
に
、
月
間
最
低

3
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
約
8
1
0
0
円
）

の
生
計
費
手
当
を
支
給
す
る
、
⑥
外
国

人
労
働
者
に
係
わ
る
総
合
的
な
政
策
を

立
案
し
実
施
す
る
、
⑦
I
L
O
条
約
か

ら
乖
離
す
る
労
働
法
を
抜
本
的
に
改
定

す
る
こ
と
、
な
ど
21
項
目
か
ら
な
っ
て

い
た
。

置
き
去
り
に
さ
れ
る

労
働
者
、
か

　

さ
て
、新
政
権
が
発
足
し
て
4
ヵ
月
後
、

折
か
ら
の
最
低
賃
金
改
定
が
波
紋
を
広

げ
た
。
M
T
U
C
と
マ
レ
ー
シ
ア
社
会

党（
P
S
M
、
2
0
0
8
年
認
証
）が
、
最

賃
改
定
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
政
府
決

定
は
、
最
賃
月
間
1
0
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
2
万
7
0
0
0
円
）を
わ
ず
か
50
リ
ン

ギ
ッ
ト（
1
3
5
0
円
）引
き
上
げ
、1
 
0
 

5
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
約
2
万
8
3
5
0
円
）

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
選
挙

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
最
賃
を
1
5
0
0
リ

ン
ギ
ッ
ト（
約
4
万
0
5
0
0
円
）に
引

き
上
げ
る
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

で
は
公
約
違
反
と
い
う
わ
け
だ
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
金
属
労
組（
M
I
E
U
）

は
、「
新
政
権
は
、
50
年
前
の
低
賃
金
状

況
に
回
帰
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
氏
は
か
つ
て
の
首
相
時
代
、

最
賃
は
不
要
。
労
働
市
場
の
需
給
に
ま

か
せ
れ
ば
賃
金
は
上
昇
す
る
と
主
張
し

た
。
だ
が
結
果
は
、
低
賃
金
の
外
国
人

労
働
力
の
大
量
移
入
だ
っ
た
」
と
批
判

し
た
。

※
ち
な
み
に
在
留
外
国
人
労
働
者
は
6
 

7
0
万
人（
う
ち
不
法
入
国
者
が
4
 
0
 

0
万
人
）で
、
全
労
働
力
の
実
に
40
％

を
占
め
て
い
る
。
規
制
的
な
法
の
下
、

組
織
拡
大
の
障
害
に
悩
む
労
組
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「『
新
し
い
マ
レ
ー
シ
ア
』
で
も
置
き

去
り
に
さ
れ
る
労
働
者
」
と
は
M

 
T
 

U
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
表
れ
た
、
新
政

権
へ
の
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

１
人
当
た
り
G
D
P
が
1
万
ド
ル
に

達
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
あ
る
。
今
後
の
課

題
は
か
つ
て
掲
げ
た「
2
0
2
0
年
に
高

所
得
国
入
り
」と
い
う
困
難
な
目
標
を
前

に
、
い
か
に「
中
所
得
国
の
罠
」か
ら
脱

却
す
る
か
で
あ
ろ
う
。し
か
し
基
本
的
に
、

1
9
7
0
年
の
新
経
済
計
画（
N
E
P
）

と
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策（
マ
レ
ー
人
優
遇

策
）に
根
差
し
た
政
策
は
、
近
未
来
を
切

り
拓
く
に
は
す
で
に
不
適
合
で
あ
ろ
う
。

財
政
に
限
界
の
あ
る
新
政
権
で
あ
る
。

公
約
の
消
費
税
廃
止
を
含
め
、
ど
こ
ま

で
そ
の
選
挙
公
約
を
実
現
で
き
る
か
も
、

安
易
な
予
断
を
許
さ
な
い
。

　

そ
し
て
、
眼
前
に
は
基
本
的
な
課
題

が
横
た
わ
っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
既
述
の

労
働
法
を
含
む
規
制
的
な
法
の
改
定
、

司
法
権
の
侵
害
是
正
、汚
職
の
排
除
な
ど
、

悪
し
き
伝
統
の
改
革
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
新
政
権
は
、
前
政
権
と
の
差

別
化
を
計
っ
た
の
か
、
国
連
の
人
種
差
別

撤
廃
条
約
の
批
准
を
目
指
し
て
世
界
の

耳
目
を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
伝
来
の

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
保
全
を
求
め
る
マ

レ
ー
人
の
猛
反
発
に
あ
い
、
先
送
り
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、
M
T
U
C
が
言
う
よ
う

に
、
発
足
し
て
ま
だ
1
年
足
ら
ず
。
新
政

権
に
正
当
な
評
価
を
下
す
の
は
、
時
期

尚
早
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
折
角
の
政
権
交
代
が
単
に

交
代
の
た
め
の
交
代
で
あ
っ
て
は
な
る

ま
い
。
最
賃
政
策
で
労
働
側
か
ら
猛
反

発
が
生
じ
た
よ
う
に
、
新
政
権
の
目
下

の
姿
勢
は
、
ど
う
や
ら
労
働
者
に
寄
り

添
う
よ
う
に
は
見
え
て
こ
な
い
…
と
す

る
の
は
、
た
だ
筆
者
の
僻ひ

が

目め

な
の
で
あ
ろ

う
か
。

（
2
0
1
9
年
4
月
5
日
記
）

（
追
記
）

　

脱
稿
後
、
マ
レ
ー
系
野
党
２
党
、
U

 
M
 

N
O
と
P
A
S
が
、連
携
関
係
を
結
ん

だ
と
の
報
が
入
っ
た
。

（
参
考
資
料
）

M
I
E
U
、
M
T
U
C
資
料
、
ほ
か
。


